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領域 具体的目標 評価 次年度の改善方策

１、２年生は180分以上、３年生は330分以上の授業
外学習習慣を形成し、主体的に学ぶ力を身に付け
る。
１、２年生　Ａ：180分以上　Ｂ：160分以上～180分未
満　Ｃ：140分以上～160分未満　Ｄ：120分以上～140
分未満　Ｅ：120分未満
３年生　Ａ：330分以上　Ｂ：310分以上～330分未満
Ｃ：290分以上～270分未満　Ｄ：270分以上～290分
未満　Ｅ：270分未満
授業公開週間や各教科の研究授業、教科会や各種
の研修会等の機会を活用し、お互いの取組を共有
し、各教員の授業力向上を目指す。

学校と保護者・地域の方々との連携を深め、安全な
通学への啓発活動を積極的に推進していくとともに、
交通ルールの遵守とマナーアップの向上を図る。特
に「自分の身は自分で守る」の教訓を生かし、年間の
交通事故の件数を15件以下にするよう指導する。

集団生活に必要な規範意識の向上を図り、自律する
能力を培い、基本的生活習慣をより一層自分に合っ
たものにできるよう指導していく。余裕のある行動を
心掛け、10分前行動の徹底を図ることを通して、１か
年の皆勤率60％以上を目指す。
Ａ：60％以上　Ｂ：59％～55％　Ｃ：54％～50％
Ｄ：49％～45％　Ｅ：45％未満

東大、京大等の国立難関大学、国公立大学医学部
医学科の合格者数80名以上を目指す。
Ａ：80名以上　Ｂ：79～70名　Ｃ：69～60名　Ｄ：59～
50名　Ｅ：49名以下
（現役生の合格者数では、国立難関10大学50名以
上、国公立大学医学部医学科10名以上を目指す）
早稲田、慶応、上智、関関同立等、私立難関大学延
べ合格者数250名以上を目指す。
Ａ：250名以上　Ｂ：249～230名　Ｃ：229～210名　Ｄ：
209～190名　Ｅ：189名以下
国公立大学合格者数250名以上を目指す。
Ａ：250名以上　Ｂ：249～230名　Ｃ：229名～210名
Ｄ：209名～190以上　Ｅ：189以下
消費者教育など新しい内容を研究し、更に発展した
活動が展開されるよう担任を援助するとともに、生徒
の自発的・自治的活動を助長し、より良い人間関係
を形成できるホームルーム活動を確立する。

生徒会執行部の役割を明確にし、更に自主的な活
動ができるよう、生徒会役員との連携を更に深める。
また、生徒会委員会の活動をより活性化し、生徒主
体の活動が展開できるように支援していく。

特
別
活
動

評価項目 目標の達成状況

学
習
指
導

授業外学習の充実

ホームルーム活動の充実

生
徒
指
導

生徒会活動の充実

教科指導の充実

基本的生活習慣の確立

進
路
指
導

進学指導の充実

交通安全指導の充実

※ 評価は５段階（Ａ：十分な成果があった　Ｂ：かなりの成果があった　Ｃ：一応の成果があった　Ｄ：あまり成果がなかった　Ｅ：成果がなかった）とする。



領域 具体的目標 評価 次年度の改善方策評価項目 目標の達成状況

学校行事の特性やねらいを明確にし、東高ならでは
の伝統的な校風を継承・発展させていく。また、集団
の中でリーダーシップやフォロワーシップを発揮させ
るとともに、マナーアップを図る。そのためにも、生徒
が学習活動や部活動とのバランスをとりながら、積
極的に取り組めるような支援を行っていく。

学習活動や学校行事とのバランスを考慮しながら顧
問と生徒が一体となった「質の高い文武両道の実
践」を目指すとともに、総合的な人間力の育成にも重
点を置き、毎日の活動を充実させていく。
Ａ：全国大会出場10種目以上　Ｂ：８種目以上
Ｃ：６種目以上　Ｄ：４種目以上　Ｅ：２種目以上

生徒一人一人の健康状態を確実に把握し、健康の
維持・増進を図るとともに、健康診断結果による事後
措置の徹底を図り、心電図・尿検査受診率を上げ
る。Ａ：100％　Ｂ：95％以上　Ｃ：90％以上　Ｄ：85％
以上　Ｅ：85％未満
生徒のニーズに応じた効果的な保健講話を企画し、
生徒・保護者への事後アンケートで「役に立つ内容
だった」「とても役に立つ内容だった」の項目が80%以
上になることを目標とする。
月１回の定例会を効果的に活用し、学年団等と連携
して組織的に対応する。学校生活アンケートを各学
期１回実施し、担任の面談・配慮を要する生徒への
教育相談担当者の面談を確実に実施する。年２回の
生徒個人面談強調週間を活用し、個人指導の充実
を図る。「教育相談だより」を年間５回発行し、生徒が
心身の状況を客観的に見つめ、相談をしやすい状況
を作る。また、スクールライフアドバイザーからの情
報発信を行う。
特別支援教育校内委員会を通じて校内支援体制を
確立し、教育支援に関する共通理解を図り、年間１
回以上職員会において報告を行う。「教育相談だよ
り」を通じて多様性の尊重について啓発する。配慮を
要する生徒について迅速に対応する。
ゴミの分別を徹底し、ゴミの削減に努める。
ゴミ袋の使用枚数を昨年度より10％減らすことを目
標にする。

掃除用具や備品を定期的に点検・整備し、整理整頓
をすることで、効率の良い清掃活動に取り組めるよう
にする。

環境美化に関する意識を高めることで、生徒自らが
自主的に清掃活動に取り組もうとする学校を目指
す。10分間全力清掃。

危機管理マニュアル・防災避難訓練の在り方を学期
ごとに見直し、発災時を想定した地域との連携を図
る。また、生徒課をはじめ各課とも連携し、安全な学
習環境の構築と安全教育に努めて、災害・事件・事
故発生時に迅速・的確に対応できるようにする。

保
健
・
安
全
管
理

保
健
・
安
全
管
理

特
別
活
動

危機管理の徹底

健康教育の充実

教育相談の充実

環境の整備と美化の推進

部活動の充実

学校行事の充実

※ 評価は５段階（Ａ：十分な成果があった　Ｂ：かなりの成果があった　Ｃ：一応の成果があった　Ｄ：あまり成果がなかった　Ｅ：成果がなかった）とする。



領域 具体的目標 評価 次年度の改善方策評価項目 目標の達成状況

「部落差別の解消の推進に関する法律」の趣旨と内
容を生徒・教職員に周知徹底させ、人権便りを学期
に１回発行する。
新聞記事を中心に人権に関する資料作成に力を入
れ、学期に1回教職員に配布する。また、学年会で校
外研修の報告を行い、成果を共有する。
「朝の読書」の目的を理解させ、読書に臨む意識を
高める。図書委員による「読み聞かせ」を学期に１回
行い、内容の充実を図る。読書会を活発にする。
啓発活動を継続して行い、一人一か月２冊以上の読
書を奨励し、学校全体で年間20,000冊以上の読書を
実践する。
Ａ：20,000冊以上　Ｂ：19,999冊～18,000冊　Ｃ：17,999
冊～16,000冊　Ｄ：15,999冊～14000冊　Ｅ：13,999冊
以下

図書委員会活動を活発に行い、図書館内の展示・掲
示を毎月更新する。毎月発行の「図書館だより」、年
３回発行の「図書館報」の内容を充実させる。

学校訪問や授業公開などの研修への参加を呼び掛
け、積極的な参加を促す。また、参加報告会を実施
することで、情報の共有を図る。

授業改善を図る機会として、授業相互参観週間を活
用する。校内研究授業を年5回以上行い、広報に努
める。
Ａ：5回以上　Ｂ：４回　Ｃ：３回　Ｄ：２回　Ｅ：１回以下

総務・文化・生活指導・保健厚生・進路指導の各委員
会の理事を中心に意欲的に行われているＰＴＡ活動
に、一般保護者が参加しやすい活動を模索(ＰＴＡ総
会参加率を20％以上）し、活動の活発化を図ること
で、生徒にとってより良い教育環境を作ることを目指
す。特に今年度は本来の東高ＰＴＡ活動の特色を前
面に押し出し活動の充実を図る。

　「明教通信」を年４回、「明教便り」を年12回発行、
「ホームページ」を適宜更新することにより、保護者
に必要な情報を伝えるとともに、本校保護者の本校
教育への興味を喚起したい。

現
職
教
育

校外研修の充実

図
書
活
動

読書指導の充実

人
権
教
育 人権教育研修会の充実

校内研修の充実

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

ＰＴＡ活動の充実

図書館活動の活性化

人権問題学習の充実

※ 評価は５段階（Ａ：十分な成果があった　Ｂ：かなりの成果があった　Ｃ：一応の成果があった　Ｄ：あまり成果がなかった　Ｅ：成果がなかった）とする。


